
青空と緑と産業のまち昭和町

1995 

全国下水道防¥

米寿を迎えるみな

お 平成ア年度国保税杢竺定

も 郡体育祭りの結果

な ふれあい祭りのお知らせ

9月のこよみ

〔町の人口〕

男 7，136人(+7) 

女 6，691人(+16) 

計 13，827人(+23) 

世帯数 4，959戸 (+15) 

8月1日現在。( )内は前月比

町の烏=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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下水道を進め、

町和ホタルの里・昭

• • 9月刊日は「全国下水道促進デー」です・.•• • • 
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
快
適
に
す
る
下
水
道
。
し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地

下
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
役
割
の
重
要
性
は
意
外
と
正
し
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
!
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
下
水
道
の
重

要
性
を
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
役
割

私
た
ち
は
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

形
で
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
台
所
や
風

呂
、
洗
濯
、
水
洗
便
所
な
ど
(
生
活
排

水
)
。
ま
た
工
場
な
ど
で
も
使
っ
て
い
ま

す

(
工
業
排
水
)
。
こ
れ
ら
生
活
排
水
や

工
業
排
水
は
そ
の
ま
ま
川
に
流
す
と
悪

臭
の
発
生
や
自
然
環
境
の
破
壊
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
は
こ
う
し
た
排

水
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
も
ど
し
ま
す
。

①
快
適
な
生
活
・
・
・
水
洗
ト
イ

レ
の
使
用
が
で
き
ま
す
グ

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
ガ
使
え
る

よ
う
巳
な
り
、
悪
臭
の
な
い
、
さ
わ
や
か

な
生
活
が
で
き
ま
す
。

⑧
美
し
い
自
然
:
・
川
や
海
、
湖

の
水
が
よ
み
が
え
り
ま
す
グ

よ
ご
れ
た
水
は
、
き
れ
い
に
し
て
か
ら

流
す
定
め
、
川
や
酒
、
湖
の
水
を
よ
ご
さ

ず
、
美
し
い
自
然
、
か
守
ら
れ
ま
す
。

③
き
れ
い
な
街
・
・
・
く
ら
し
の

環
境
が
よ
く
な
り
ま
す
グ

き
た
な
い
ド
ブ
、
が
な
く
な
り
、
蚊
や
蝿

な
ど
の
害
虫
の
発
生
、
が
な
く
な
り
ま
す
。

G三塁D

ズ)イ
応募方法:官製はがきに、クイズの答え・住所・氏名・電話番号を

明記して、昭和町役場都市計画課下水道係(昭和町押越542-2)

まで応募してください。ただし一世帯につき一通とします。正解

者には記念品を差し上げます。 締切り:9月30日まで

下水道ク
下のク ロスワー ドパズルを解いてください。解き

終わって二重マスの所に出てきた言葉をいろは順に

タ
テ
の
カ
ギ

1
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
の
こ
と
。

2
、
は
だ
し
の
こ
と
。

3
、
物
事
を
し
て
い
る
最
中
の
こ
と
。

O
で
帰
宅
す
る
。

4
、
地
面
か
ら
水
が
わ
き
出
る
と
こ
ろ
。

5
、
自
分
や
家
族
で
な
い
人
の
こ
と
。

6
、
地
名
で
岐
阜
県
の

一
部。

O
O高
山
。

7
、
野
球
で

一
回目
宍
二
塁
の
次
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1
、
試
験
の
こ
と
。
中
間

0
0
0、
期
末

0
0
0
0

4
、
地
面
を
掘

っ
て
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
よ
う
に
し

た
も
の
。

O
O端
会
議
。

8
、
ケ
ー
キ
の

一
種
。
最
初
の

2
文
字
は
ス
テ
ー
キ
の

焼
き
方
に
も
使
う
。
後
の

3
文
字
は
礼
製
品
の
名

ム則
。

9
、
お
い
し
い
お
酒
の
こ
と
。

日
、
と
う
て
い
出
来
そ
う
に
な
い
難
し
い
問
題
の
こ
と
。

口
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
の
礼
拝
の
こ
と
。

口
、
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
口
ず
さ
む
も
の
。

の
O
Oな
ど
。
)

口、

「虚
無
」
を
英
語
で
言
う
と
?

ル
で

0
0
0な
人
ね
。
L

広報しようわ 平成7.9.1②

仕
事
の
0
0
0

み
ん
な

「あ
の
人
は
ク
l

仁]13
8 

9 



現
在
、
左
の
図
の
地
域

で
下
水
道
が
使
用
で
き
ま

す。

ー
工
事
の
申
込
み
|

宅
内
の
下
水
道
排
水
設
備
工
事

は
、
指
定
工
事
庖
で
な
い
と
工
事

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
申
込
み
の
際

に
は
下
記
の

一
覧
表
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
役
場
下
水
道
係
に

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
工
事
方
法
や
工
事
費
用

等
に
つ
い
て
は
直
接
工
事
庖
と
打

合
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
地
域
で
ま
だ
下
水

道
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い

方
は

一
日
も
早
く
宅
内
の

下
水
道
排
水
設
備
工
事
を

し
て
下
水
道
本
管
へ
の
つ

な
ぎ
込
み
を
し
て
く
だ
さ

しミ
O 下水道使用開始済区域図

Zこ 事 l吉 名 イ主 月斤 電話番号

大 栄 吾員又月a イ蒲 q井守 甲府市 24-4331  
(械渡辺工業所 甲府市 24-6353  
甲府管工業情) 甲府市 2 6一一 12 2 3 

オミ -員Y又1.. イ蒲 甲府市 22-7368  
(棉花輪工業所 甲府市 2 6一一 77 2 2 
共和総合設備側 甲府市 22-8877  
日本ノ々イピング工業側 甲府市 35-8818  
日 J!!. 、 建 -両Y又L (移民 日百平日岡丁 75-3128  
山 梨 日 化 サ ー ビ ス ( 械 日百平日開丁 75-6911 
a1'>会z当， 士 ィ令 日麦 計弁守 甲府市 2 6一一 1451 
甲信日立化成住機側 竜王町 7 6一一 2012 
側緑が丘設備 甲府市 52-9099  
(掬 丸 真 ィ令 委九 甲府市 41-4422  
引井守 旭 建 壬員又月a 日百手口阿丁 7 5一一 221 1 
白峰住宅設備 甲府市 52-9251 
情)富士見工業 甲府市 22-8224  
(有) 管 清 キ士 甲府市 4 1一一 54 8 6 
尽 E成 要昼 業 。剰 甲府市 32-4603  
城西 ノ、 ウジ ング 鮒 甲府市 2 8一一 1122  
(有)山梨 ー 祐 工 業 所 甲府市 2 8一一 5921 
甲 手口 管 工 業 甲府市 2 7一一 7266 
(有)永田工業所 甲府市 52-7161 
オ/土、 f申 建 i'i五3FLζ 引弁守 日百手日開丁 7 5一一 0761 
坂本設備サービス 日召手日開丁 75-0955  
来斤 A河iミι 工 業 甲府市 35-3288  
(有)松本住宅設備 敷島町 7 7一一 2031 
側 日 設 管 要耳 韮崎市 0551-23-1238 

コニ 事 J吉 名 イ主 月斤 電話番号

(株) 升ミ LlJ 実 業 日百平日開I 7 5一一 31 4 7 
甲信 ネオ工業(械 竜王町 76-2430  
城東管 工 事(械 甲府市 3 5一一 5221 
甲府 冷暖工業(械 甲府市 2 6一一 5700  

手口 f主 言)t (栂 棺iiA妥PlJ 8 4一一 1133  
側ヤザキ工業 八田村 8 5一一 31 3 1 
日月 手口 工 業 骨労守 甲府市 51-7511 
(有) 石 田 ]二 業 日召手日開丁 26-6366  
(有) ±反 本 工 業 日召平日岡丁 7 5一一 36 7 4 

(有)丸正住宅設主業童 棺棺iH-77TfJ3 阿J 8 3一一 2017 
長 沼工 伺丁 83-0484  
(有) i青 ァk 商 事 八田村 85-0649  
(有) 山 田 ヨ員ー，又凡4 イ蒲 甲府市 3 7一一 1897  
(械 甲 栄 興 業 白キ艮岡J 83-2074  

-銅-ー
島 三員吾凡又A {蒲 (械 韮崎市 0551-22一一0382

宝設備工業所 甲府市 3 5一一 2828 
(械 日 t菅 玉穂町 7 3一一 7091 
山梨 藤 吉 工業(械 甲府市 2 6一一 71 2 1 
(剛 山 梨管 工業 甲府市 41-6011  
括通 口 設 {蒲 甲府市 26-6529  
甲府住宅設備(械 甲 府 市 28-8821 
(有) F碁 工 業 甲府市 5 1一一 3357 
イ昌 用 工 業 (棉 主崎市 0551-22-2231 
(械 レ イ ニヨ 敷島町 77-6863  
有 泉 工 業 (械 甲府市 35-0587  
勇 進 産 業 (桝9 甲府市 28-6666  
サンリッフ。フント(栂 甲府市 22-8091 
大 久 司司 {、I【Z孟 (械 甲府市 35-2881 

③ 広報しようわ平成7.9.1



『
敬
老
の
日
』
九
月
十
五
日

老
人
保
健
福
祉
週
間
九
月
十
五
日
j

二十一日

九
月
十
五
日
は
『
敬
老
の
日
』
で

す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら

一
週
間
は

「老
人
福
祉
週
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
期
間
に
は
、
各
地
区
で
敬
老

会
が
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
尽
く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
の

方
々
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、

長
寿
が
お
祝
い
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々

に
対
し
て
は
、
泉
町
長
が
訪
問
し
て

記
念
品
を
贈
り
米
寿
を
お
祝
い
し
ま

す
。お

年
寄
り
は
社
会
の
先
輩
と
し
て

尊
敬
さ
れ
、
そ
の
尊
敬
に
ふ
さ
わ
し

い
生
活
を
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
る
権

利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
お
年
寄
り
の

福
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理
解

を
深
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
、
米
寿
宇
佐

迎
え
る
み
な
さ
ん

西
条

一
区

西
条
二
区

西
条
新
田

申

越
河
東
中
島

j可紙
j鹿
阿

西原

上

河

東

金込 萩山 福羽 橋山神石川横小志坂井 川 保
呂

刀 本 下寺原口津松村本口 口坂

(
敬
称
略
)

志

げ

(

女

)

修

照

(

男

)

久
代
(
女
)

と

ふ

(

女

)

か
く
代
(
女
)

千
勢
(
女
)

幸

治
(
男
)

千
代
(
女
)

ま
き
の
(
女
)

絹
子
(
女
)

む
る
ふ
(
女
)

九
万
次
(
女
)

正

明

(

男

)

信

芳

(

男

)

仙

吉

(

男

)

は
ふ
子
(
女
)

保

種

(

男

)

し
も
子
(
女
)

丸山原本津

み
ん
が
で
支
え
る
長
寿
の
よ
ろ
乙
ぴ

ヘ
~ル

þ~ 
同 l

ズア

-
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

。
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と

食
事
・
排
世
・
着
脱
衣
・
入
浴
・
洗

髪
・
病
院
付
添
な
ど

O
家
事
に
関
す
る
こ
と

調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
な
ど

O
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と

役
場
と
の
連
絡
・
生
活
相
談
助
言

-
利
用
で
き
る
家
庭

身
体
が
弱
か
っ
た
り
、
心
身
の
障

害
や
傷
病
な
ど
で
ね
た
き
り
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
家

族
の
介
護
が
困
難
な
場
合
。

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
、
元
気
な
お

年
寄
り
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

-
利
用
料
金

原
則
と
し
て
無
料
で
す

0

.
お
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課

(
包
七
五

l
一
一一

一
一
内
線
一
一
五
一
)

老人介護講習A

(開婦人少年協会では、老人介護を学びたい方、介護分野へ

の就業を希望の方を対象に、老人介護に必要な基礎的知識

技能習得を得るための講習会を開催します。

全課程修了の方には修了証書が授与されます。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
二
時
よ
り

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
岱
七
三
|
五
O
三
四
)

ha--d
 

@ 
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昭和町働く婦人の家

平成 7年 9月19、20、26、27日、10月3日の

5日間

平成 7年11月 1、2、8、9、15日の 5日間

午前 9時30分~午後 3時30分

昭和町働く婦人の家 (総合会館内)

各コース20人

無料

日本赤十字病院看護婦はか

役場健康福祉課 (75-2111)まで

広報しようわ平成7.9.1④

共催(開婦人少年協会

日

2.時間

3.場所

4. 募集人員

5. 受講料

6.講 師

7. 申 込 先

期

主催

を袋な猫つ※. . 宮司

( 量境衛生課
犬

し のし収集車力£ 場 日 スー
2 犬 カぐ

てに場β口、よ所 時 な し 犬 七 が
千方子く入 「 つ を 千 ぃ

だれは 」 メ合総五ミ 午前九月
く
な

か放し ー な 有ミさて必てく り 一 なく

い。モヒ 麻袋ずな だく るま 空町E 且1P 一H 
'つ

つな飼い二日二こ つ
明

た
で きで ⑤ 犬 ぎに線内 た な
し いは十 7士7 二

者収集苗
まし ら

'つ
かつのど まo 飼主も 時五 ¥ 十九 しな-

た
よい 一 c々 役ずま

り夫丈た 五 日 」うで、/、1"、・ 勺
封、い分 (針 日 、 ノノ



平成 7年度

国保税の税率が決定

税率は据え置きに・・.• ••• 
八
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
の
月
で
し
た
。

国
保
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
財
源
で
す

の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
本
年
度
は
、
昨
年
度
の
医
療
費
が
や
や
落
ち
着
い
た
も
の

と
な
っ
た
た
め
、
内
部
財
源
を
活
用
し
、
税
率
は
据
、
ぇ
置
き
と
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
保
の
財
政
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

く
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
費
の
伸
び
に
は
予
断
を
許
さ
な
い
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
、

診
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O国保の重要な財源となる保険税は、

次の4つの合計により算出されます
①+②+③+④が年税額と芯ります。(限度額は52万円です)この

年税額から4~ア月の額を引いだ額ガ8~3月の額と芯ります。

(百円単位の端数は8月で調整します)

※年度途中の加入・脱退は、月割り計算となります。

八
月
分
の

ム
ダ
な
医
療
費
は
減
ら
し
、

税率 21.00%
(前年度同額)

② 税率 3.50% 
(前年度同額)

⑦ 

税額 23，500円
(前年度同額)

+ 

④ 税額 15，870円
(前年度同額)

③ 

適
正
な
お

0一人あたりの医療費
一般分 退職分 老 人 4E2コb 計

4年度 131.714円 274.418円 539.226円 202.326円

5年度 143.438円 312.175円 585.110円 223.993円

B年度 142.642円 401.973円 541.830円 222.585円

※退職者…現在、国保に加入しており、長年会社や役所

などに勤めていて年金をうけている70歳未満の人および

その家族。

11 告7白億1 

国保医療費の状況5億

4億

3億

2億

1億

D 
老人退職分一般分

M
・M
-
ケ
イ

徳
間
室
田
庖

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図

書

【
一
般
図
書
】

o
走
ら
ん
か
/長

谷
川
法
世

O
や
さ
し
い
血

宮
子
あ

ず

さ

河

出

書
房
新
社

O
ね
じ
れ
た
紳

奥
野
修
司

新
潮
社

O
深
夜
の
ヒ
マ

人
田
辺
聖
子

文
塞
春
秋

O
愛
を
ゆ
く
舟

笹

倉

明

幻

冬

社

一

【
児
童
図
書
}

吋

0
雨
は
こ
び
の
来
る
沼

筒
井
頼
子

福
音
館
書
庖

O
野
の
花
ベ
ロ
ニ
カ

集
英
社

角
田
光
男

0
さ
つ
ま
の
お
い
も

中
川
ひ
ろ
た
か

0
み

i
つ
け
た
/

一

ミ
ク
ル
ス
ウ
ェ
イ
ト
フ
レ
ー
ベ
ル
館

O
ふ
つ
う
の
お
ひ
め
さ
ま

小
峰
書
庖

⑤広報 しようわ 平成7.9.1

童
心
社



七
月
九
日
、
甲
西
町
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
中
巨
摩
郡
体
育
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
昭
和
町
か
ら
は
約
二
百
九
十
名
の
選
手
が
十
七
競
技
に

参
加
し
、

二
種
目
で
優
勝
す
る
等
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
昨
年
の
四
位
か
ら
後
退
し
て
し
ま
い
総
合
八

位
と
い
う
成
績
で
し
た
が
ケ
ガ
人
等
も
出
る
こ
と
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

尚
、
総
合
成
績
は
優
勝
竜
王
町
、
準
優
勝
櫛
形
町
、
第
三
位
甲
西
町

で
し
た
。

【
優
勝
種
目
】

。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子

。

卓

球

女

子

【
準
優
勝
種
目
】

。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

{第
3
位
種
目
】

。
テ

女

子

ス

【第

4
位
種
目
】

。サ
O
野

球

。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

。

弓

男

子

。

水

男

女

、ソ

カ

j永道

平
成
七
年
七
月
九
日
同
第
四
十
六
回

中
巨
摩
郡
体
育
祭
り
総
合
開
会
式
に
お

い
て
、
昭
和
町
か
ら
推
薦
の
堀
之
内
法

政
氏
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

堀
之
内
氏
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

地
区
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
者
と
し

て
二
十
年
以
上
も
の
長
い
間
活
躍
さ
れ
、

そ
の
聞
に
も
体
協
バ
レ

l
部
の
部
長
を

十

一
年
つ
と
め
る
な
ど
バ
レ
ー
に
か
け

る
情
熱
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
模

範
と
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
地
区
体
育
部

の
正
副
部
長
と
し
て
四
年
間
、
体
協
副

子
ど
も
ク
ラ
ブ

O
球
技
大
会
。

七
月
三
十
日
の
日
曜
日
、
夏
休
み
恒

例
の
第
お
因
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

が
ひ
ら
か
れ
、
男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

女
子
は
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

と
各
地
区
の
選
手
が
練
習
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。

今
年
も
例
年
同
様
、
各
公
認
審
判
員

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
正
確

で
ス
ム
ー
ズ
な
ジ
ヤ

ツ
ジ
で
進
行
す
る

試
合
に
子
ど
も
達
も
暑
さ
に
だ
れ
る
こ

と
な
く
最
後
ま
で
元
気
に
プ
レ
イ
し
て

い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

優

勝

西

条

一

区

子

ど

も

ク

ラ

ブ

準
優
勝
築
地
新
居
子
ど
も
ク
ラ
ブ

第
三
位
河
西
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ

H

上
河
東
子
ど
も
ク
ラ
ブ

(
女
子
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

優

勝

河

西

若

竹

子

ど

も

ク

ラ

ブ

A

準

優

勝

上

河

東
二
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ

B

第
三
位

上

河

東

二
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ

C

理
事
長
と
し
て
平
成
五
年
か
ら
現
在
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

優
秀
団
体
で
は
、
先
の
市
町
村
対
抗

で
優
勝
し
た
体
協
野
球
部
が
、
優
秀
選

手
に
は
昨
年
度
山
梨
県
体
育
祭
水
泳
で

種
目
優
勝
し
た
後
藤
秀
人
・
田
中
幸
美

・
斉
藤
満
智
子
・
永
田
雅
己
の
四
氏
と

県
知
事
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
成
年
女

子
の
部
優
勝
の
横
山
富
多
美
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

m回
A
E
T
(英
語
指
導
助
手
)
紹
介

七
月
二
十
四
日
か
ら
押
原
中
学
校
に

A
E
T
(英
語
指
導
助
手
)
と
し
て
、

パ
イ
ク
・
キ

l
ス
テ
ン
先
生
が
勤
務
し

て
い
ま
す
。
キ

l
ス
テ
ン
先
生
に
は
、

こ
れ
か
ら

一
年
間
中
学
校
で
の
英
語
の

指
導
の
ほ
か
町
の
諸
行
事
に
も
参
加
い

た
だ
き
、
地
域
の
国
際
化
推
進
の

一
助

と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

h
p
パ
イ
ク
・
キ
l
ス
テ
ン
先
生

七
月
二
十
日
、
富
士
川
カ
ン
ト
リ
ー

に
お
い
て
上
河
東
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ス
コ
ア
よ
り
親

睦
L

が
一
番
の
目
的
の
こ
の
催
し
は
、

参
加
者
の
よ
い
夏
の
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
上
河
東
区
の

伊
藤
茂
俊
さ
ん
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感

想
が
ょ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
昭
和
町
の
他
の
地
区
に
さ
き
が
け

て
区
民
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
大
き

な
目
的
と
し
た
こ
の
大
会
は
、
昭
和
町

教
育
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
初
心
者

ゴ
ル
フ
教
室
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
地
域
の
若
者

達
と
話
す
機
会
が
な
か
な
か
も
て
な
い

だ
け
に
若
者
た
ち
の
参
加
は

一
段
と
大

会
の
意
義
を
高
め
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
い
た
の

が
親
子
で
四
組
が
参
加
し
た
こ
と
で
し

た
。
反
省
会
で
「
こ
の
次
に
は
絶
対
親

父
に
は
負
け
ま
せ
ん
」
と
、
こ
の
大
会

広報しようわ平成7.9.1⑥

上
河
東
ゴ
ル
フ
大
会

の
将
来
性
を
予
言
す
る
よ
う
な
発
言
も

あ
り
ま
し
た
」
。

そ
こ
に
住
む
み
ん
な
が
集
ま
り
一
緒

に
楽
し
む
催
し
は
、
や

っ
ぱ
り
い
い
も

の
で
す
。
な
お
、
個
人
戦
は
飯
島
今
朝

春
さ
ん
、
組
対
抗
は
中
組
が
優
勝
い
た

し
ま
し
た
。
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前川清・松居直美がやって来るyy
〈第7回ふるさとふれあい祭り〉

砂10月10日開催‘

町
を
あ
げ
て
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
今

年
も
十
月
十
日
に
押
原
中
学
校
々
庭
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
お
よ
そ

一
万
三
千
人
の
み
な

さ
ん
が
つ
め
か
け
、
祭
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
七
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
前
川
清

さ
ん
や
松
居
直
美
さ
ん
を
迎
え
て
の
歌

謡
シ
ョ
ー
や
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
各
種

団
体
の
出
店
、
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

か
ざ
る
、
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
と
、
趣

向
を
こ
〉
り
し
た
も
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

が
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
お
祭
り
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

おま てち 混まをてれ 嫌レすりミ な が レ う ア そ の な レ うな
客すおにせやす取みるさなにるがン香落モ。ルの方に 。に D る
様 O いろ、 O りま、わにい力強トりちン汚コも法お市お よ
をこたう手好除せ香やおけがくなもまのれ lのでい販い つ
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な上心みきをろうンちてけ O をブ わと部ま没、もでる 使か、にか入り生
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法も l ンりや袋っさるちベ O ブ香ブう台どまキリ O なン
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E
町
職
員

人
事
異
動
E

八
月

一
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。〔

配
置
が
え
〕

V
企
画
行
政
課
主
任
(
生
涯
学
習
課
主

任
)

五

味

隆

V
税
務
課
主
任
(
企
画
行
政
課
主
任
)

望

月

知

巳

V
生
涯
学
習
課
主
任
(
町
民
窓
口
課
主

任
)

内

海

博

之

V
町
民
窓
口
課
主
事
(
健
康
福
祉
課
主

事
)

望

月

幸

彦

V
町
民
窓
口
課
主
事

(
税
務
課
主
事
)

鷹

野

利

仁

V
健
康
福
祉
課
主
事
(
町
民
窓
口
課
、
王

事
)

小

宮

山

和

俊

⑦広報しようわ平成7.9.1
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お申込みfo:、役場広報担当(375-2111内線く211・ 212>)まで 三てニァベ
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初めてのディズニーランド。目を輝かせてリズ

ムにのっていましだ。元気で夢のある子に育っ

て欲しいと思っています。

紗ちゃん

eH6. 6. 5生(河東中島〉
・(父〉利匿さん (白〉悦子さん

グ
り里

郡
津

お

広報マ除、

1才前後め赤ちゃん

め写真を募集しTνま守

どしどしご応募下ウν。

女尿路結石について
山梨医科大学助手

尿
の
中
に
溶
け
て
い
る
成
分
が
固
ま

っ
て
石
の
よ
う
に
硬
い
も
の
が
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
尿
路
結
石

(
に
ょ
う
ろ
け

っ
せ
き
)
と
呼
ぴ
ま
す
。

多
く
は
腎
臓
の
中
で
で
き
て
、
そ
の
ま

ま
そ
こ
で
大
き
く
な
っ
た
り
、
尿
と
一

緒
に
流
れ
て
尿
管
の
途
中
に
引

っ
か
か

っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
尿
と

一
緒

に
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
尿

せ
ん
つ
う

管
に
引
っ
か
か
る
と
、
茄
痛
発
作
と
呼

ば
れ
る
激
痛
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
症
状
は
、
背
中
か
ら
脇
腹
、
下
腹

部
と
尿
管
に
沿
っ
た
部
位
に
強
い
痛
み

が
周
期
的
に
や

っ
て
く
る
も
の
で
す
。

結
石
が
で
き
や
す
い
他
の
病
気
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
が
あ
り

ま
せ
ん
。

X
線
写
真
に
白
く
写
る
こ
と

明

が
多
い
で
す
が
、
写
り
に
く
い
結
石
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
結
石
の
よ
う
に
見

え
て
も
尿
路
結
石
で
は
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
造
影
剤
を
使
っ
た

X
線

検
査
や
C
T
で
確
認
し
ま
す
。
結
石
が

あ
る
と
、
痛
い
だ
け
で
は
な
く
、
尿
の

流
れ
を
損
な
う
た
め
に
、
腎
臓
の
働
き

を
悪
く
し
た
り
、
ば
い
菌
が
つ
い
て
高

い
熱
が
出
る
な
ど
の
合
併
症
を
生
ず
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結
石
が
小
さ
い
場

合
は
、
尿
と

一
緒
に
自
然
に
出
て
く
る

の
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
結
石

が
大
き
か
っ
た
り
、
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
場
合
に
は
、
治
療
が
必
要
で
す
。

残
念
な
が
ら
薬
で
溶
か
す
と
い
う
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
行
わ
れ
る
の
は

か
ら
だ
の
外
で
発
生
さ
せ
た
「
衝
撃
波
」

を
集
束
さ
せ
て
、
か
ら
だ
の
中
の
結
石

に
当
て
、
そ
の
場
で
粉
々
に
砕
い
て
し

ま
お
う
と
い
う
方
法
で
す
。
こ
の
方
法

は
「
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
療
法

(
E

S
W
L
)
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
衝
撃
波

は
、
結
石
の
よ
う
に
水
分
を
含
ま
な
い

物
体
に
当
た
る
と
、
そ
れ
を
壊
す
よ
う

に
働
き
ま
す
が
、
水
分
を
多
く
含
む
か

ら
だ
の
中
は
通
過
す
る
だ
け
で
す
。
結

石
へ
の
照
準
合
わ
せ
は
、
超
音
波
や

X

線
で
行
い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
治
療
で

き
な
い
場
合
に
は
、
か
ら
だ
の
中
に
内

視
鏡
を
入
れ
て
結
石
を
直
接
見
な
が
ら

砕
く
方
法
や
、
お
な
か
を
切
る
手
術
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

E
S
W
L
の
お
か

げ
で
、

一
O
数
年
前
と
比
べ
る
と
尿
路

結
石
の
た
め
に
お
な
か
を
切
ら
れ
る
人

の
数
は
ず
い
ぶ
ん
減
り
ま
し
た
。

企

画

財

団

法

人

里

仁
会

j華;告
->.L. 

目リ泌原器科

広報しようわ平成7.9.1⑧

西 ・
条 地 ご
二 区 結

区 議
高樋相井内岩剣浅小 藤 末
木口川上藤田持野津原氏 き

郁知由和裕賢恵光五 名歪
美 正美人美司 子 晴月弘 幸

固
因
困
困

(
七
月
一
日
i
七
月
三
十
一
日
受
柑
・叡
柿
略
)

*
お
誕
生
女
健
や
か
な
ご
成
長
を

地

区

氏

名

(

保

護

者

)

西

条

二

区

小

沢

伺

平

(
望
)

清

水

新

居

楼

田
奈
央
子
(
仁
)

西

条

ニ

区

谷
本

タ

帆

(
泰
成
)

築
地
新
居

岸

本

康

(

健

)

紙
漉
阿
原
秋
山
陽
祐
(
久
樹
)

西
条
一
区

長
谷
川
裕
美
(
誠
)

西

条

新

田

嘗

山

清
夏
(
克
)

河
東
中
島
山
本
陽
平
(
正
)

上
河
東
ニ
区
今
村

真
弓

(
正
志
)

上
河
東
ニ
区
小
掠
海
咲
(
裕
之
)

西
条
新
田

河

西

紙
漉
阿
原

清
水
新
居

A

'

お
悔
み
A

守
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

地
区

氏

名

(
届
出
人
)

西
条
新
田
塩
田
ヨ
シ
子

(
武
)

押

越

小

宮
山
ふ
み
(
房
雄
)

築

地

新

居

野

中

正

美
(
敏
美
)

河
東
中
島
村
松
永
太
郎
(
永
雪
)

築
地
新
居
松
木
ミ
ツ
エ
(
邦
明
)



「会ム
お以

カレー粉、とんかっソース

各大さじ%

塩、こしよう、少々

プチトマト適宜

サラ夕、油大さじ1~

拐、

・材料 (4人分)

合いびき肉...・・・・・・・・・200g
トマト水煮缶大缶...400g
さやいんげん…一-… 80g
玉ねぎ…・…・…-…一. 1個
にんにく・・・・・……ー・・ 7片

固形スープの素・一一.2個

〈楽しいクッキンク〉

-作り方

①玉ねぎとにんにくは、みじん切りにする。さやいんげんは筋を取

って固めに塩ゆでし、 1cm幅に切る。

②鍋に油を入れ①の玉ねぎとにんにくをjゆめ、しんなりしだところ

でひき肉を加える。色ガ、変わるまでゆめだらトマト水煮をう十ごと

入れ、固形スープの素、力レー粉を加え、焦げつかないよう時々

混ぜ、ながら、中火で約10分煮つめる。

③水分がとんで肉がまとまってきだら、とんかっソース、塩、こし

ょうを加えて昧をととのえる。①のさやいんげんを加えひと混ぜ

し、〉どを止める。

④器に盛ってプチトマトを添える。ご飯にかけだり、レタスに包む

などして食べる。

ト
マ
ト
味
の
ド
ラ
イ
カ
レ
I

食生活改善推進員

渡辺富美悪さん(清水新居〉

残暑ガ、厳しい時ですので、辛い
料理を食べて食欲増進l三。
もっと辛い万ガ好きという人は
赤とうガらしを入れてもよいで
すよ。夏パテ防止に汗をかいて
みてはいかガ、ですか。

ちょっと一言

明 献立 青春第 陽 化変す 変 畦 鍬 ほ 互富なもく 定年 卒学 五 -小けイ 変 チが人名 床病るゲの変 一 郷故のオ 歴学 童悪 二白 言
さ暮ヤをり ャ今 世 l り ほ、ウ のへツの マ，

なれリ変映 二ン H にるににト花ノ ド 種 本富をはのム は淋影L 許Zをて上指を好き 」ー
富にンええ部ネも多く代時健康独玉追面子 道とて 無 生人
み見 グ て しそル昇 居 はま残の聞何んをき 典辞 、
子 る勤客あ なん をる 見の 宝老 つ風いし平迷変うり呈 い い農篤き の町げ つの朝い いな廻貧ら流れと人た で て た ただた 庭を子分 に
貯日てり余 言 せ富れ 思福リ 姿 容 楽 し 父 孫とわで の岐点 ばな

lま金と女母所葉 ば の 冨 全 を う 祉 ズ の の孫る教えで無き 女い
箱父の忙着がオな 学日待ム変えむ i干 声変に疎過 埋 将会
満のきしの好ウいのぴ日つ空 花 せ らめ老夫婦 の話 、
杯顔 つ 日きム温文字 と が の りがのれ 富

つにい 焼にのみる 晴固 ま里 士
眉 顔な謎 れ れ 額

りの る

J 11 顔

矢 井 品 五部幾 森 堀『 山 キオノミ転

相原品 沢中 初H崎 口 野 回
代美内

沢 本 神 回 沢
み み

主ニ屯自孟主己 木フ当I三tミ 夏
枝玉

つ、
枝花 よ 5王 き

春男 久
子 ~l 子 子 衛 花 子 子 -

~ 

〆清
次
仰

議
選
44ru
v
m

花
言
葉

l
悲
し
い
思
い
出

f
J
F

真
っ
赤
に
燃
え
る
よ
う
な
花
が
野
原
一
面
に
咲
き

紅
一
色
に
染
め
あ
げ
ま
す
。
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
あ

ざ
や
か
な
色
合
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

《
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
》

そ
の
た
た
ず

ま
い
は
ど
こ
と
な
く
さ
み
し
げ
に
見
え
ま
す
。

秋
の
お
彼
岸
の
頃
に
咲

く
か
ら
、
彼
岸
花
と
名
付

け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

別
名
を
珠
沙
華
と
い
わ

れ
、
こ
れ
は
仏
教
用
語
で

天
井
に
咲
く
花
の
こ
と
を

結
び
つ
け
て
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

さ
し
ま
す
。
彼
岸
花
は
な

ぜ
か
人
間
の
宿
命
で
あ
る

そ
の
先
の
世
界
と

死
や

花
言
葉
も
こ
の
よ
う
な
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
た
た
ず
ま

い
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

9月は防災の月といわれ

各地で防災に関する催物が

行われます。台風が来るの

も一年で 1番多い月とされ

ています。

「災害は忘れた頃にやって

来る」といいますので、各

家庭でも避難場所や避難具

等を確認し合い 民 一

災害に備えまし 刊でご/
ょ っ。&:川

“備えあれば バ//5.忌ιヶ
憂いなし"です

⑨広報しようわ平成7.9.1



初
ゆ
者
氷
涼
教
室

背
泳
げ
な
い
人
で
も
二
十
五

m
は
泳
げ

る
よ
う
に
な
り
、
水
泳
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
泳
ぐ
事
の
出
来
る
人
は
よ

り
正
確
に
、
よ
り
長
く
泳
げ
る
よ
う

に
指
導
し
ま
す
。

対

象

一

般

成

人

男

女

定

員

二

十

人

会

場

昭

和

町

立

温

水

プ

l
ル

日

時

十

月

四

日

1
十
一
月
八
日

(
毎
週
水
・
金
曜
日
)

計
十
回

mEE第
七
回
さ
わ
や
か
・
第
六
回
シ
二
戸

君

語

ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
大
会

昭
和
開
体
育
協
会
で
は
初
心
者
と

シ
ニ
ア
を
対
象
に
き
わ
や
か
・
シ
ニ
ア

ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
初
心
者
の
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

平

成

七

年

九

月

十

九

日

ω

場

所

カ

ン

ト

リ

ー

ク

ラ

ブ

・

グ

リ
l
ン
・
パ
レ
イ

参
加
資
格
き
わ
や
か
:
・
ハ
ン
デ
三
十

以
上
の
初
心
者
の
方

シ
ニ
ア
・
:
男
性
五
五
歳
・

女
性
五
十
歳
以
上
の
方

参
加
料
四
千
円
(
プ
レ

l
代
、
昼
食

代
は
個
人
負
担
)

締
め
切
り
九
月
八
日
ま
で

お
問
い
合
せ
は
、
生
涯
学
習
課
体
協
事

務
局
(
岱
七
五
1

三
七
三
七
)
ま
で
。

〈

ψ

参
加
者
募
集
、

午
後
二
時
三
十
分
i
三
時

三
十
分

無
料

九
月
三
日
(
日
)
か
ら
受
け

付
け
開
始
し
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

利
用
チ
ケ

ッ
ト
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
(
回
数
券
三

千
円
)

水
着
、
水
泳
キ
ャ

ッ
プ、

一

タ
オ
ル
を
準
備
し
て
下
さ

一
お
申
し
込
み
昭
和
町
立
温
水
プ

i
ル

一
位
七
五
!
九
八
一
一

受

講

料

申
込
期
間

そ

の

他

第
二
十
九
回

秋
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

昭
和
町
体
育
協
会
で
は
、
次
に
よ
り

秋
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。時

平
成
七
年
十
月
十
九
日
嗣

七
時
五
十
分
集
合

丘
の
公
園
ゴ
ル
フ
コ

l
ス

四
千
円
(
予
約
金
を
含
む
。

プ
レ

l
代
昼
食
代
は
個
人

負
担
)

締
め
切
り
九
月
三
十
日
ま
で

お
問
い
合
せ
は
、
生
涯
学
習
課
体
協
事

務
局
(
宮
七
五
|
三
七
三
七
)
ま
で
。

日場

所

参

加

料

山
梨
医
科
大
学
公
開
講
座

高
齢
化
時
代
を
迎
え
よ
り
良
い
第
二

の
人
生
を
過
ご
す
た
め
の

一
助
と
し

て
、
「
す
こ
や
か
に
生
き
る

i
脳
卒
中
を

め
ぐ
っ
て

l
L
を
テ
l
マ
に
、
山
梨
医

大
の
教
授
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
く
講
義
を
い
た
し
ま
す
。

-
講
義
内
容

『血
管
は
な
ぜ
「
つ
ま
り
」
ま
た
「
破

れ
る
L

の
か
』

病
理
学
講
座
第
一
教
室

吉

田
教
授

『脳
卒
中
に
つ
い
て
』

内
科
学
講
座
第
二
教
室
田
村
教
授

『脳
卒
中
の
外
科
的
治
療
法
』

脳
神
経
外
科
学
講
座

貫
井
教
授

10月 1日(日)は、
国勢調査の日です。

-

日

時

十
月
十
三
日
(
金
)
午
後

一
時
l
五
時

・

会

場

山
梨
医
大
臨
床
講
義
棟
大
講
義
室

・
募
集
人
員

百
人

・
受
講
料

三
千
七
百
円
(
町
で
全
額
負
担
)

.
申
込
み
期
間

九
月
十
八
日
(
月
)
1

十
月
二
日
(
月
)

-
申
込
み
先

昭
和
町
役
場
健
康
福
祉
課

(
宮
七
五
|
一
一
一

一
こ
ま
で

10月1日、全国一斉に国

勢調査が行われます。

国勢調査の結果は、福

祉、雇用、住宅対策など、

国や都道府県・市区町村・の

行政に利用されます。

9月中旬から、調査員が

皆様のお宅に伺いますの

で、ご協力をお願いいたし

ます。

調査票の記入内容は、 法

律により統計以外の目的

に使用することは固く禁

じられていますので、安心

してご協力ください。

@国勢調査
| 平成7年10月1日(日) I 

総務斤統計局 山梨県・昭和町

包宛お~

日本の
数字から

とらえよう
鼓動を

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 6

月分の医療費は、約 3，200万 9千

円です。 (前年同月比4.5%の増)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

にイ吏いましょう 。

甲
府
都
市
計
画
の

決
定
(
変
更
)

八
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

都
市
計
画
の
種
類
及
ぴ
決
定
時
期
に
つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
都
市
計
画
の
種
類

-
甲
府
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び

市
街
化
調
整
区
域
の
変
更

-
甲
府
都
市
計
画
用
途
地
域
の
決
定

。
決
定
時
期

平
成
七
年
九
月
十

一
日
ご
ろ
告
示
の

予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
は
告
示
の
日
か
ら

効
力
を
生
じ
ま
す
。

O
お
問
い
合
せ
は
、
県
土
木
部
都
市
計

画
課
(
包
三
七
l

一
一一

一)

ま
た
は
、
役
場
都
市
計
画
課

(
宮
七
五
l

一
一
一
一
一

)
ま
で
。

寸

」

に

=

故

数

す

=

事

れ

通

件

て

忘

扮

奈

生

け

一言
力

馴
発
ゎ
ト
一
一

仁
気
竺
一 。i

n?将ち
Eド!烹

広報しようわ平成7.9.1⑩



C保健だより 5
手し 児 1建 康 iロzdJタ'1 、 査 3 ネ重 ZごEEじヨ ..d. 

予 防 接 ネ重Eコ

実施日 舌ログナ《 当 j! 日し 受 付時間
日 時 9月25日(月) 午後?時""'2時15分
場 所総合会館保健センター

平成ア年5月生まれ 午後?時""'1時15分 対象児 O平成6年2月~平成6年竹月生まれ

9月12日 持ち物母子手帳・ 予診票
(火)

平成ア年2月生まれ 午後?時30分""'2時
日 時 9月28日(桐午後?時""'2時15分
場 所総合会館保健センター

実施 日 去両えった 当 ノ!日し 受 付時間
対象児 O平成5年6月~平成6年f月生まれ

平成6年8月生まれ 午後?時""'1時15分
O 昨年の9月までに?期初回3回を終了しだお子さん

9月13日 持ち物母子手帳・ 予診票

(水) その他 O平成 5年 5月以前の出生で対象年齢内(生後90

平成6年11月生まれ 午後?時30分""'2時 月以内)で接種を希望されるお子さんは、事前に

連絡してください。

場 所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル ツベルクリン反応模査とBCG接種

手し 児 京.::&:E文三 好ラ 外 科 検 吾ロ合ジ
日 時 ツベルクリン接種 判定 -BCG接種

9月 19日(火) 9月 21日(木)

実施日 9月26日(火)
受付時間午後T時""'2時

受付時間午後T時""'1時15分

場 所総合会館 場 所総合会館保健センター

該当児平成 7年 5月~平成 7年 6月生まれのお子さん 対象児 O平成6年10月~平成ア年3月生まれ

持ち物 母子手帳・ 筆記用具 04歳未満でBCGがまだ未接種のお子さん

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セ ットの配布… 5月生まれ 持ち物母子手帳・予診票

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布・一 6月生まれ その他判定が陰性の場合はその場でBCGを接種します。

陽性の場合は、後日もう 一度ツベルクリン反応検

3 歳 児 健 康 =-ロzJeジ，、v 査
査を行います。

実施日 9月29日(金) 安 産 教 室
受付時間午後1時""'1時30分

場 所総合会館 日 時 9月5日(火)-22日(劃

該当児平成 4年 6月~平成 4年 7月生まれのお子さん 午後?時30分""'4時

及び前回未受診のお子さん 場 所総 合会 館

持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・尿検査セ ットイ也
対 象 者 出 産予定日が平成 7年10月~平成 8年 1月の方

2 歳 児 A迷」=lー 科 検 吾ロ合ジ
内 容母乳育児、講義、妊婦体操や呼吸法の実技など

実 施 9月18日(月) 子 p邑占『 が ん ネ実 きロ会ジ

受付時間午後4時""'1時30分

場 所総合会館 子宮がん検診は、 10月""'12月に指定医療機関で個別に受診

該 当児平成 5年 5月~平成 5年 7月生まれのお子さん
できます。費用は無料です。

持ち物母子子帳・質問票・歯ブラシとコ ップ
対象者町内の30歳以上の女性

お申込み 地区の愛育班員さんを通してお申込みをしてくだ

因子手帳受付及び一般健康相談
さい。直接お申込みをされる方は、後日、配布書類

を取りに来ていただきます。
日 時 9月4日(月)・竹田(月)・19日(火)-27日(水)

午前9時~竹時30分
締切り日 直接の場合は 9月29日(針まで

場 所総合会館
直接のお申込み先役場健康福祉課 (ft75-2111) 

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

-保健・健康に関するお問合せは
※総合健診の結果報告会においでに芯れ芯かつだ方には、結

果表をお渡ししています。 役場健康福祉課保健指導係

※予防接種についてのこ相談も受け付けています。 ft75・21竹内線252・253までどうぞ

⑪広報しようわ平成7.9.1
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結核予防週間・環
境衛生週間

図書館休館巴
3歳児健診(総合
会館)
飼えなくな った
犬 ・猫の収集日

学校カウンセラー相談日
(中央公民館午前9時-)
3種混合予防接種②
(総合会館)
第4回総合学習講座
国際講座 I
「母国イギリスと日本」
国際交流員

ジョン・ハート先生

心配ごと相談
(総合会館午後 1

時-)
母子子l帳交付及ぴ
一般健康相談・ リ
ハビリ教室 (総合
会館)

手L児整形外科検診
(総合会館)

図書館・温水ブー
ル休館日
学校カウ ンセラー
相談日(中央公民
館午前 9時-)
3種混合予防接種①
(総合会館)

噛時
※収集日が祝日の場合は収集業務は L、たしま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず をイ吏用してください。

黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入

してく fごさい。 川口 c して

くfごさし、。

※収集日の当日

アごさい。

※燃える物、燃えない物の分別はし っかりお

こなってください。

※粗大ゴミを早く処理したい方は、役場環境衛生

課へご相談くださいo ft75-2111 (内線226)

広報しようわ平成7.9.1⑫

までに出してく前 8時 30

27日(第4水曜日)

押河紙築飯河上主
東漉地 河

河東
中阿新 一

越 島原居喰西東区

毎週月・木曜日

4日・ 7日・11巴・14日・18目
別日・25日・28日

第?水曜日第3水曜日

6日・ 20日

西西清西
条条水条
一二新新
区区居回

毎週火・金曜日

1日・ 5日・ 8日・12日

?9日 .22日 .26日 .29日

第 2水曜日第4水曜日

13日.27日
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